
 
 

令和６年度 海津明誠高等学校 学校運営協議会 会議実施報告書 
 

 
１ 会 議 名      海津明誠高等学校 学校運営協議会（第２回） 
 
 
２ 開催日時     令和６年１１月６日（水） １３：１５～１５：１５ 
 
 
３ 開催場所     海津明誠高等学校 大会議室 
 
 
４ 参 加 者  会 長 後藤 純二  関係機関 
        副会長 北島 幸枝  地域代表 

委 員 安立  顕  関係機関 
伊藤 亮一  同窓会関係（欠席） 

            岩田 三佳  関係機関 
清水 賢威  保護者代表 
中村 美奈子 関係機関 
安田 眞見子 地域代表 
山田 千彩  関係機関 

  
学校側 中村  豊  校長 
    水野 裕子  教頭 
    土肥 義史  教頭 
    駒渕 晴美  事務長 
    山田 富己  教務主任 
    佐藤  圭司  進路指導主事 
    小田切 淳  生徒指導主事 
    河合 豊美  特別活動部長 
    中島 匡弘  商業科主任 

酒井 美也  生活産業科主任 
             
       
５ 会議の概要 
 
（１）校長挨拶 
 
（２）授業参観及び校内施設見学 
 
（３）生徒、保護者等を対象としたアンケートの結果について 
 
（４）令和６年度教育指導の重点及び学校経営計画について（中間報告） 
 
（５）スクールミッションについて 
 



（６）委員からの主な意見・要望等 
意見 １：生徒と保護者のアンケート結果を見て、学校への評価がどちらも高くて

よい。 

 

意見 ２：１年生対象の「学び塾」で、熱心に参加する生徒が印象的であった。早

い時期から外部講師を招いて進学や就職について学べるのはよい。（複数） 

 

意見 ３：学校だけの問題ではないが、アンケート結果からも分かるように、家庭

学習の習慣化が課題である。 

 

質問 ４：最近の進学・就職の状況はどうか。 

回答 ４：以前と比べて、就職の割合が高まっている。生徒の進路希望が叶うよう

支援している。 

 

意見 ５：施設・設備が整っていてよい。図書館の環境もよいが、もっと利用され

るとよい。 

 

意見 ６：本校のホームページだけでなく、新聞等でも本校生徒の活躍を目にする。

地域で連携して子育てをできるように今後も協力していきたい。 

 

質問 ７：自転車のヘルメット着用、薬物乱用防止、ＳＮＳの利用等についての指

導はしているか。 

回答 ７：すぐーる、通信、集会や講話等、様々な機会に生徒に話をしている。 

 

意見 ８：ふるさとに貢献する活動も多いが、継続していけるように工夫していく

ことが重要であり、そのための協力は惜しまない。 

 

意見 ９：地域のイベントに本校の生徒が参加していたが、もっと多くの生徒が参

加できるとよい。 

 

意見１０：来年度の本校の定員が今年度と同じと聞いた。多くの生徒に志望しても

らえるよう、さらにアピールをしてほしい。 

 

意見１１：この地域に住み、様々な活動を本校生徒とも一緒に行っている。今後も

さらに協力するので頼ってほしい。生徒がより参加しやすくなるような工

夫を運営サイドからもしていきたい。 

 

意見１２：子どもひとりひとりはすごい力をもっている。今後も協力して伸ばして

いきたい。 

 

（７）校長挨拶 

 
 

６ 会議のまとめ 

・「令和６年度教育指導の重点及び学校経営計画」の中間報告及び今後の方針と「スクー

ルミッション」の現状案について了承を得た。 

・会議の意見等を今後の学校運営に生かしていきたい。  


